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６ 月
議 会

～第２回芝山町議会定例会のあらまし～
　
令
和
７
年
第
２
回
芝
山
町
議
会
定
例
会

︵
以
下
、
﹁
６
月
定
例
会
﹂
と
い
う
。
︶

は
、
６
月
４
日
に
招
集
さ
れ
、
６
月
13
日

ま
で
の
10
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
開
会
日
に
は
、
定
額
減
税
補
足
給
付
金

︵
不
足
額
給
付
︶
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
助
成
金
、
臨
時
生
活
応
援
商
品
券
換

金
費
負
担
金
、
集
会
所
設
置
︵
航
空
機
騒

音
障
害
防
止
等
対
策
事
業
︶
補
助
金
、
農

業
経
営
発
展
支
援
事
業
補
助
金
等
を
軸
と

し
た
補
正
額
８
８
２
９
万
４
０
０
０
円
を

追
加
す
る
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
︵
第
２
号
︶
等
の
８
議
案
と
、
繰
越
明

許
費
計
算
書
な
ど
を
含
ん
だ
報
告
３
件
が

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
行
わ
れ
た
一
般
質
問
に
は
、
３

名
の
議
員
が
登
壇
し
、
﹁
住
宅
取
得
奨
励

金
﹂
﹁
ふ
る
さ
と
納
税
﹂
﹁
成
田
空
港
の

更
な
る
機
能
強
化
整
備
に
伴
う
町
の
公

共
物
等
﹂
﹁
騒
音
下
の
町
民
が
収
入
を

上
げ
る
為
の
施
策
﹂
﹁
簡
易
水
道
事

業
﹂
﹁
健
全
な
自
治
体
経
営
の
推
進
﹂

﹁
地
区
要
望
﹂
等
に
つ
い
て
、
活
発
な

議
論
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
は
、
一
般
質
問
に
３
名
の

議
員
が
登
壇
し
、
﹁
第
５
次
芝
山
町
総

合
計
画
中
期
基
本
計
画
、
第
３
次
芝
山

町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
、
前
期
基
本
計
画
・
施
策
の
指
標
達

成
状
況
﹂
﹁
拠
点
整
備
事
業
﹂
﹁
簡
易

水
道
事
業
﹂
﹁
直
近
の
生
活
向
上
を
望

む
声
﹂
﹁
小
池
地
区
拠
点
整
備
﹂
﹁
空

き
家
対
策
﹂
﹁
公
共
交
通
の
充
実
﹂

﹁
子
育
て
支
援
﹂
﹁
町
長
の
政
治
姿

勢
﹂
﹁
保
育
所
運
営
﹂
等
に
つ
い
て
議

論
し
ま
し
た
。

　
３
日
目
に
は
、
６
月
定
例
会
前
ま
で

▲定例会一般質問に対しての麻生町長の答弁

に
受
理
し
た
請
願
２
件
、
陳
情
２
件
が
、

議
長
か
ら
の
付
託
に
よ
り
総
務
常
任
委
員

会
で
、
具
体
的
か
つ
専
門
的
に
審
査
さ
れ

請
願
の
２
件
を
採
択
、
陳
情
２
件
は
不
採

択
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
８
議
案
が
そ
れ
ぞ
れ
採

決
さ
れ
、
全
て
の
議
案
が
原
案
の
と
お
り

可
決
。
ま
た
、
請
願
及
び
陳
情
は
、
総
務

常
任
委
員
長
報
告
の
と
お
り
請
願
２
件
は

採
択
、
陳
情
２
件
は
不
採
択
と
な
り
ま
し

た
。

　
続
い
て
、
町
長
よ
り
１
件
の
追
加
議
案

の
提
案
が
あ
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
請
願
の
採
択
に
よ
り
議
員
発
議

に
お
い
て
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
２
件
が
、

全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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　福祉センター内の給水ポンプの交換

福祉センター給水加圧ポンプ交
換工事費（専決処分補正予算）

福祉課　【社会福祉費】

247万5000円

コミュ二ティ助成事業
助成金

企画空港政策課　【総務管理費】

1010万円

定額減税補足給付金
（不足額給付）

3028万円

　物価高への支援として個人住民税等の定額減税
の実施に伴い、減税しきれないと見込まれる方へ給
付するもの

税務課　【総務管理費】

注目の補正予算

臨時生活応援商品券
換金費負担金

企画空港政策課　【総務管理費】

1725万円

18歳までの町民に10000円、
70歳以上の町民に5000円の商品券配布

集会所設置（航空機騒音障
害防止等対策事業）補助金

企画空港政策課　【総務管理費】

550万円

　小池7番集会所を建て替えるための補助金

農業経営発展支援事業
補助金

産業振興課　【農業費】

739万8000円

　新規就農者への機材・施設の支援

　個人住民税関係の給与所得控除について、55万円の最低保障額を65万円に引き上げる。ま
た、扶養親族及び同一生計配偶者の合計所得金額に係る要件について、48万円を58万円に引
き上げるなど。

　専決処分の承諾を求めることについて
 （芝山町税条例の一部を改正する条例）

議案第１号

議 案 審 議 ６月定例会・臨時会で審議された議案の中から注目の議案を
ご紹介します。（議案採決Ｐ5）

　課税限度額の引き上げとして、基礎課税額の課税限度額を65万円から66万円に、後期高齢
者支援金等課税額の課税限度額を24万円から26万円に引き上げるなど。

　専決処分の承諾を求めることについて
 （芝山町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

議案第２号

　菱田地区集団移転代替地に整備された公園について、別表第１を次のとおり改正するものである。

　芝山町公園の設置及び管理に関する条例の
　一部を改正する条例の制定について

議案第４号

【公園名称】1．幸畑公園（ゆきはたこうえん）　〔菱田1091番地19〕
　　　　　　2．芝生広場（しばふひろば）　　　〔菱田1091番地28〕
　　　　　　3．無患子公園（むくろじこうえん）〔菱田1041番地10〕

　小池7番集会所を建て替えるための助成金
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成
田
空
港
更
な
る
機
能
強
化

Q
【
宮
原
議
員
】
機
能
補
償
道
路
の

工
事
施
工
に
あ
た
り
、
工
事
区
間

の
仮
囲
い
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
仮
囲
い
の
中
で
の
工
事
と
は
な
り

ま
す
が
、
工
事
受
注
者
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
相
談
さ
せ
て
頂
き
な
が
ら
施

工
計
画
を
立
て
て
行
き
ま
す
。

Q
【
八
代
議
員
】
Ｃ
滑
走
路
の
建
設

に
伴
い
、
既
存
の
町
道
が
通
れ
な

く
な
る
と
思
う
が
、
そ
の
前
に
付
替
え

道
路
等
は
整
備
さ
れ
る
の
か
。

A
基
本
的
に
は
既
存
の
道
路
を
確
保

し
、
現
状
を
保
ち
な
が
ら
施
工
計

画
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

Q
【
小
嶋
議
員
】
多
古
イ
ン
タ
ー
か

ら
大
里
交
差
点
ま
で
は
４
車
線

化
の
施
工
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ

の
先
で
２
車
線
と
な
る
と
周
辺
道
路
で

渋
滞
に
よ
る
近
隣
住
民
へ
の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
が
。

A
道
路
管
理
に
お
き
ま
し
て
は
、
千

葉
県
と
検
討
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

産
業
誘
致
に
向
け
て

Q
【
岩
内
議
員
】
テ
ス
ト
セ
ル
の
試
運

転
回
数
が
年
間
最
大
２
２
０
回
と

記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
稼
働
日
の
詳
細
は
。

A
具
体
的
な
運
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
、
状
況
を
み
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

Q
【
坂
井
議
員
】
試
運
転
の
際
に
考

え
ら
れ
る
影
響
と
し
て
一
定
程

度
の
低
周
波
と
あ
る
が
、
ど
の
程
度
の

影
響
な
の
か
。

A
低
周
波
に
関
し
ま
し
て
は
、
感
じ

方
も
様
々
か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

影
響
が
発
生
し
た
際
は
真
摯
に
対
応
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

Q
【
實
川
議
員
】
稼
働
時
間
が
最
大

24
時
間
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

24
時
間
稼
働
は
問
題
で
は
な
い
か
。

A
決
定
し
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
最
大

で
24
時
間
フ
ル
稼
働
も
想
定
し

な
が
ら
状
況
を
踏
ま
え
て
検
討
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

Q
【
佐
藤
議
員
】
エ
ン
ジ
ン
洗
浄
の

際
に
出
た
排
水
の
処
理
は
ど
う

な
る
の
か
。

A
試
運
転
の
工
程
の
中
で
洗
浄
を
行

う
事
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
ま
す

の
で
、
そ
の
際
に
は
、
適
正
に
処
理
を

行
い
ま
す
。

Q
【
八
代
議
員
】
芝
山
町
で
テ
ス
ト

セ
ル
事
業
を
行
う
メ
リ
ッ
ト
は

あ
る
の
か
。

A
テ
ス
ト
セ
ル
事
業
を
足
掛
か
り
に
、

航
空
宇
宙
産
業
の
誘
致
に
繋
が

り
、
雇
用
や
税
収
増
に
反
映
さ
れ
る
と

考
え
ま
す
。

機
能
補
償
道
路
の
今
後
は

Q
【
小
嶋
議
員
】
機
能
補
償
道
路
の

用
地
と
な
る
田
畑
に
お
い
て
は
、
来

年
の
秋
頃
ま
で
耕
作
し
て
良
い
と
の
事
だ

が
、
そ
の
先
２
年
半
で
完
成
で
き
る
の
か
。

A
用
地
取
得
が
順
調
に
進
め
ば
予
定

通
り
に
完
成
で
き
る
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

Q
【
吉
川
議
員
】
機
能
補
償
道
路
が

完
成
後
、
交
通
量
の
増
加
か
ら
周

辺
道
路
に
お
い
て
渋
滞
等
が
懸
念
さ
れ

る
が
想
定
は
さ
れ
て
る
か
。

R全員協議会    eportR

ビ
ジ
ョ
ン

実
現
の
た
め
の

ア
プ
ロ
ー
チ

A
交
通
量
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程
度

想
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
あ
ら
ゆ

る
事
を
前
提
と
し
て
今
後
も
芝
山
町
と

連
携
し
て
参
り
ま
す
。

補
助
金
支
援

Q
【
宮
原
議
員
】
子
育
て
支
援
事
業

に
つ
い
て
、
前
期
と
比
べ
て
評
価

等
は
さ
れ
た
か
。

A
前
期
の
計
画
期
間
終
了
後
に
基
礎

調
査
を
行
い
、
そ
の
上
で
今
期
の

計
画
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

Q
【
岩
澤
勝
則
議
員
】
果
菜
類
病
害

虫
対
策
支
援
の
補
助
金
に
つ
い

て
、
充
分
に
議
論
は
お
こ
な
わ
れ
た
か
。

A
Ｊ
Ａ
、
丸
朝
園
芸
農
業
協
同
組
合

の
方
々
と
協
議
の
上
、
補
助
金
制

度
を
決
定
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

Q
【
大
木
議
員
】
果
菜
類
病
害
虫
対

策
支
援
で
新
た
に
ス
イ
カ
と
キ
ュ
ウ

リ
が
補
助
対
象
に
加
わ
っ
た
が
、
ど
の
程

度
を
想
定
さ
れ
て
る
か
。

A
現
時
点
で
は
ト
マ
ト
の
み
が
申
請

さ
れ
て
ま
す
が
、
今
後
、
対
象
者

は
増
え
る
も
の
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

令和7年4月から6月までに
開催された全員協議会での主
な質疑を報告します。

▲世界水準の航空・先端産業クラスターを
　空港に
出典:成田空港「エアポートシティ」構想（p9）
提供:成田国際空港株式会社

▲キュウリも補助対象に



－芝山議会だより　No.148　R7.8.15

会派名 人数 
( 人 )

活動費 
( 円 ) 所属議員 主な使途

創
そ う し か い

芝会 5 163,825

◎坂井慶子
　岩内　章
　大木浩司
　宮原研吾
　八代正義

資料購入費（新
聞購読料等）
事務費（事務用
品等）

清
せいしょうかい

祥会 １ 700 ◎小嶋秀樹 事務費（議員手
帳）

会派名 人数 
( 人 )

活動費 
( 円 ) 所属議員 主な使途

緑
みどり

の会
かい

3 216,000
◎岩澤達弥
　岩澤勝則
　吉川真悟

調査研究費 ( 県外視察 / 福
井県勝山市 )
資料購入費（新聞購読料等）
事務費（事務用品等）

眞
ま こ と

人 3 171,717
◎實川嘉一
　伊橋寿夫
　佐藤良太

広報費（会報紙印刷代）
資料作成費（新聞折込代）
資料購入費（新聞購読料）
事務費（議員手帳）

合計（4会派） 552,242（◎は会派代表）

「芝山町議会政務活動費の取扱いに関する基準」に基づき、令和６年度分の政務活動費支出状況をお知らせします。

【政務活動とは】議員が町の課題や町民の意思を把握した上で、
町政に反映させるために行う調査研究活動などです。主に、視察
や現地調査の旅費、資料購入費などに使われております。芝山町
議会では新聞購読料は２紙目を資料購入費として認めています。

【政務活動費とは】　「芝山町議会政務活動費の交付に関する条例」
に基づき交付されるものです。芝山町議会では一人当たり年間 7
万 2000 円（月額 6000 円）を上限に年度末精算方式を採用してお
り、１年分まとめて会派に支出しています。

町政への政策提言を研究

議案 
番号 上程された議案・概要・結果

議席
番号 議

会
だ
よ
り

掲
載
ペ
ー
ジ

①②③④⑤⑥⑦⑧⑨⑩⑫
⑪
議
長

決議
結果

佐
藤
良
太

吉
川
真
悟

八
代
正
義

宮
原
研
吾

大
木
浩
司

岩
澤
勝
則

岩
内　
章

坂
井
慶
子

實
川
嘉
一

岩
澤
達
弥

小
嶋
秀
樹

伊
橋
寿
夫

専決処分の承認

第１号 芝山町税条例の一部改正の専決処分の承認
（個人住民税関係、軽自動車税関係等を改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 芝山町国民健康保険税条例の一部改正の専決処分の承認
（国民健康保険税の課税限度額等を改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号 令和７年度芝山町一般会計補正予算（第１号）の専決処分の承認
（補正額247万5000円を追加して67億9247万5000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

条例の一部改正

第４号 芝山町公園の設置及び管理に関する条例の一部改正（都市計画法、地方
自治法に基づき公園を設置することを改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) P3 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号 芝山町公営企業の設置等に関する条例の一部改正（共同浄化槽施設の
位置等が決定したことを改正内容とするもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

名誉町民

第６号
芝山町名誉町民の決定につき議会の議決

（地方自治の発展と町民福祉の向上に貢献した功績に対し相川勝重氏を
名誉町民としての選定に決議するもの）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

人事

第７号 芝山町固定資産評価審査委員会委員の選任につき議会の同意
（伊藤純一氏の固定資産評価審査委員会委員選任に同意するもの）

同意 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和7年度補正予算

第８号 令和７年度芝山町一般会計補正予算（第２号）
（補正額8829万4000円を追加して68億8076万9000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) P2,3,4 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

報告

第１号
令和６年度芝山町一般会計繰越明許費繰越計算書（令和６年度一般会計
において繰越明許費とした事業（菱田共同利用施設整備事業、田園型居
住地創出拠点整備事業等）を越明許費繰越計算書にて報告）

報告のみ（採決なし）第２号
令和６年度芝山町一般会計事故繰越し繰越計算書（年度内に完了ができな
く事故繰越しとした事業(家庭用飲用井戸等整備事業）を事故繰越し繰越
計算書にて報告）

第３号
令和６年度芝山町公共下水道事業会計予算事故繰越計算書（年度内に完
了ができなく繰越とした事業（芝山町公共下水道施設改築更新工事委託）
を繰越計算書にて報告）

令和７年度補正予算追加

第１号 令和７年度芝山町公共下水道事業会計補正予算（第１号）（資本的支出補
正額1870万5000円を追加して2億1046万4000円とする）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

議員発議（請願の採択による発議）

第１号 国における２０２６年度教育予算拡充に関する意見書
（提出者：佐藤良太議員、宮原研吾議員）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号 義務教育費国庫負担制度の堅持に関する意見書 
（提出者：宮原研吾議員、佐藤良太議員）

可決 
賛(11)・否(0) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和７年６月定例会で審議した議案とその結果
なお、表中の「◯」は賛成、「×」は反対、「退」は退席、「欠」は欠席、「除」は除斥、「／」は議決を不要を示し、「－」は議事を進行するため採決に参加していません
議員の賛否を公開
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活動報告

　芝山町議会が将来に向け、より活性化することを目的
に、議会改革に関する調査研究行う、議会改革推進特
別委員会を立ち上げ、令和７年４月よりスタートしました。
　ここでは、主に定例会における一般質問の質疑方法、
議会報告会、議員定数の見直し、DX化、議会倫理条例
の策定など、議会の運営に関する幅広い項目を議論し
ていきます。
　調査期間は２年間とし、その中で、芝山町議会が時代
の流れにしっかりついていき、常に議会として活発な議
論や議員活動を行っていく必要があるため、議論の内容
や委員会意見を随時報告していきます。

６月２６日　議会改革推進特別委員会

６月１１日　空港対策委員会

　国、千葉県、空港周辺９市町、成田国際空港株式会社で取りまとめ
た空港周辺の地域づくりに関する「実施プラン」で掲げた地域の将来
像「空港を核として、都市と田園が調和し、暮らしや産業の拠点として
選ばれるエアポートシティ」の実現に向け、令和７年４月に千葉県と成
田国際空港会社がNRTエリアデザインセンターを立ち上げました。
　今後、成田空港の更なる機能強化及び「『新しい成田空港』構想」

▲読まれる紙面を目指し、真剣に講義を受ける編集委員

の未来にも大きく影響か町

会活動の活性化へ向けて議

７月４日　町村議会広報研究会

　「読まれる議会だより」を目指し、私たち議会だより編
集委員会は、町村議会議長会主催の町村議会広報研究
会へ参加してきました。
　ここでは、“議会の「見える化」・住民との「信頼築く」
議会広報の基本と編集”をテーマとし、講師である議会

会の情報 町民へどう伝える議

広報サポーターの芳野政明氏から、議会広報の役割、編集方針、レイアウト等の広報の基本から見
やすくなるポイントを教示していただきました。
　一つの記事でも、表現の仕方で読み手をしっかり引き込めるか。私たち議会だより編集委員会で
は、今回の研修を活かし、町民の皆さんが町へ、そして議会へ関心を寄せて頂ける内容、紙面づくり
を心掛け、日々邁進してまいります。

▲画像生成 AI が作成した「DX 推進する芝山町」

による効果を空港のみならず、周辺地域にも最大限波及させるため、実施プランに掲げた「暮らし」
「産業」「インフラ」の各分野における取り組みが推進されていく中で、我が町にもどのような影響が
あるか、芝山町議会としてもその動向を注視していきます。

▲ NRT エリアデザインセンターロゴ
提供 : 成田国際空港株式会社
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活動報告

▲ エアポートエリア内の 4 ゾーンが連動、空港と地域の成長を牽引
出典 : 成田空港「第 2 の開港」を起点とするアクションパッケージ（p27）
提供 : 成田国際空港株式会社

7月8日　成田空港周辺市町議会連絡協議

　NRT(成田)エリアデザインセンターから成田空港「エアポートシティ」構想が発表されました。その
中で、空港南側（芝山町側）は「2　スカイ・フロンティア・クロス」と命名され、航空宇宙産業や整備・
修理・航空人材関連を中心に空港機能を補完する先端産業地域としてゾーニングされました。

田空港周辺の地域づくり成

7月11日　山武郡市議会議員研修会

　山武郡市内の各市町議会議員を対象にした、第５９
回山武郡市議会議員研修会が「山武市成東文化会館
のぎくプラザ」で開催されました。芝山町からは１１名
の議員が参加し、元徳島県川島町長であり一般社団法
人Manikenの代表理事中村健氏による講演「持続可
能なまちづくり」を受講しました。本町のみならず、全国

社会に横串を縦

▲まちづくりについて熱く語る中村氏

的な地域の諸課題を例に挙げ、そこへの議員の関わり方、そして、議会として議事をしっかり議論し、
意見を引き出すこと。また、中村氏自身の町長時代の体験談や、長野県高森町での行政への参画
など、議員としてさらに幅広く活動するためのスキルを学びました。



【一般質問】芝山町議会の場合、質問時間は答弁を含めて６０分以内と
されており、一つの項目に関して再質問は２回までとされています。　

※第２回定例会の傍聴者は19人でした。※第２回定例会の傍聴者は19人でした。
【一般質問】

　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くことのできる　芝山町の様々な課題に対して、提出議案とは関係なく議員個人が自由に考えを聞くことのできる
一般質問。第２回定例会では６名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町の将来像につい一般質問。第２回定例会では６名の議員が登壇し、直面している問題の解決や町の将来像につい
て、それぞれの視点から質問を投げかけました。　て、それぞれの視点から質問を投げかけました。　原稿は質問者本人が作成しています。原稿は質問者本人が作成しています。

一般質問

①坂井慶子①坂井慶子議員　議員　Ｐ9（56分）Ｐ9（56分）
・住宅取得奨励金・住宅取得奨励金
・ふるさと納税・ふるさと納税

④佐藤良太④佐藤良太議員　議員　Ｐ12（43分）Ｐ12（43分）
・拠点整備事業・拠点整備事業
・簡易水道事業・簡易水道事業
・直近の生活向上を望む声・直近の生活向上を望む声

⑥岩澤達弥⑥岩澤達弥議員　議員　Ｐ14（60分）Ｐ14（60分）
・公共交通の充実・公共交通の充実
・保育所運営・保育所運営

②八代正義②八代正義議員　Ｐ10（38分）議員　Ｐ10（38分）
・第三滑走路予定地内の公共物等の受渡し交渉・第三滑走路予定地内の公共物等の受渡し交渉
・騒音下の町民が収入を上げる為の施策・騒音下の町民が収入を上げる為の施策
・簡易水道事業・簡易水道事業

③岩澤勝則③岩澤勝則議員　Ｐ11（30分）議員　Ｐ11（30分）
・行政の効率化・行政の効率化
・財政健全性の確保・財政健全性の確保
・公共施設の適正な管理と有効活用・公共施設の適正な管理と有効活用

⑤岩内　章⑤岩内　章議員　Ｐ13（49分）議員　Ｐ13（49分）
・小池地区拠点整備・小池地区拠点整備
・空き家対策・空き家対策
・公共交通・公共交通

・子育て支援・子育て支援
・町長の政治姿勢・町長の政治姿勢
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　もっと元気に！　もっと元気に！
　　　　　　芝山町　　　　　　芝山町

▲左上：山中のおいしいブルーベリー　　左下：稲のみのりを願って　　右上：芝山仁王尊護摩炊き　　右下：町民ソフトボール大会
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▲ QR コードでふるさと納税へ
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坂井 慶子 議員
（創芝会）

（所要時間56分）

『一般質問』

﹁
三
世
代
同
居
等
支
援
助
成
金

制
度
﹂は
昨
年
度
で
支
払
い
が

終
了
し
た
が
、事
業
開
始
か
ら
交
付

終
了
ま
で
の
通
算
年
数
と
転
入
者
数

は
。【

町
長
】13
年
間
で
助
成
金
の
総

額
は
４
７
０
０
万
円
と
な
り
交

付
は
34
件
、申
請
時
の
転
入
者
数
は

76
人
で
し
た
。

令
和
3
年
度
ス
タ
ー
ト
の﹁
住

宅
取
得
奨
励
金
制
度
﹂、こ
れ
ま

で
4
年
間
の
実
績
は
。

【
町
長
】交
付
総
額
は
７
５
７
０

万
円
を
見
込
ん
で
お
り
、今
年

度
新
た
に
申
請
す
る
方
を
含
め
る
と

さ
ら
に
増
額
と
な
り
ま
す
。交
付
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こ
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ま
で
に
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件
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入
者
数
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７
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。
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住
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得
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取
り
を
行
い
施
策
の
効
果
を
分
析

し
、今
後
の
町
づ
く
り
に
活
か
す
べ
き

と
思
う
が
。

【
企
画
空
港
政
策
課
長
】こ
れ
だ

け
の
財
源
を
投
資
し
ま
し
た
の

で
、政
策
の
効
果
を
検
証
す
る
意
味

で
も
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
実
施
す

る
方
向
で
進
め
ま
す
。

【
町
長
】事
業
の
一
定
の
効
果
は

得
ら
れ
た
が
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を
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た
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者
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が
こ
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使
い
営
業
を
し
て
く
れ
た

か
ら
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果
が
出
た
」と
い
う
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
予
定
通

り
今
年
度
で
終
了
し
、今
後
は
補
助

金
に
頼
ら
ず
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来
行
政
が
や
る
べ
き

公
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交
通
や
子
育
て
・
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育
支
援
な

ど
の
施
策
を
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せ
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に
選
ば

れ
る
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進
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た
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【
企
画
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港
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策
課
長
】令
和
6

年
度
の
寄
付
金
額
と
件
数
は
３

３
８
１
万
６
０
０
０
円
、１
１
４
９
件
で
、

令
和
5
年
度
は
１
６
３
８
万
２
３
２
０

円
、９
４
９
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た
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で
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す
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と
１
７
４
３
万
３
６
８
０
円
の
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額
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は
２
０
０
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え
ま
し
た
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住
宅
取
得
支
援
制
度　
　

14
年
間
で
２
５
１
人
転
入

KEIKO SAKAI

ふ
る
さ
と
納
税

ゴ
ル
フ
場
利
用
券
が
好
調

新
旧
制
度

そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
は
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【
町
長
】道
路
以
外
の
公
共
物
で

す
が
、代
表
的
な
も
の
と
し
て

防
火
水
槽
、防
犯
灯
、防
災
無
線
の
屋

外
子
局
、集
会
場
な
ど
の
土
地
が
あ

り
ま
す
。補
償
は
国
の
損
失
補
償
基

準
に
の
っ
と
り
算
定
さ
れ
て
お
り
、適

正
か
つ
平
等
に
さ
れ
て
い
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

空
港
か
ら
の
収
益
拡
大
へ

成
田
空
港
の
機
能
強
化
が
完
了

し
た
後
、航
空
機
の
運
行
回
数

『一般質問』

八代 正義 議員
（創芝会）

（所要時間38分）

空
港
建
設
に
伴
う
問
題
は

成
田
空
港
の
第
三
滑
走
路
建
設

予
定
地
内
の
町
道
87
路
線
、
総

面
積
約
23
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
受
渡

し
交
渉
は
現
在
ど
の
様
な
状
況
か
。

ま
た
、
交
渉
は
適
正
に
成
さ
れ
て
い

る
の
か
。

【
町
長
】町
道
の
受
渡
し
交
渉
は
、

こ
れ
か
ら
協
議
を
し
て
い
く
状

況
で
、空
港
会
社
か
ら
具
体
的
な
方

針
等
は
示
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。高
谷

川
沿
い
道
路
も
含
め
、し
っ
か
り
と
交

渉
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

道
路
以
外
で
公
共
物
の
受
渡
し

交
渉
の
中
で
補
償
金
額
は
適
正
か
。

町と町民が
豊かになる
ために

MASAYOSHI YASHIRO

が
増
大
す
る
中
、騒
音
な
ど
で
苦
し
む

町
民
に
そ
の
代
償
と
し
て
空
港
関
係

か
ら
の
収
益
を
上
げ
る
施
策
を
考
え

ら
れ
な
い
か
。

【
町
長
】空
港
の
プ
ラ
ス
の
効
果

を
地
域
に
波
及
さ
せ
る
こ
と
は
、

非
常
に
大
事
な
こ
と
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。ま
た
、地
域
共
生
の
観
点
か

ら
も
空
港
敷
地
内
の
維
持
管
理
事
業

な
ど
が
地
元
企
業
へ
発
注
増
加
に
つ

な
が
る
よ
う
に
、空
港
会
社
に
働
き
か

け
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

機
能
強
化
後
の
空
港
内
就
労
者

が
増
え
る
と
思
わ
れ
る
中
、就
労

者
用
の
駐
車
場
を
移
転
跡
地
活
用
の

観
点
か
ら
も
町
内
に
建
設
し
、官
民
で

運
営
出
来
な
い
も
の
か
。

【
町
長
】「
新
し
い
成
田
空
港
」構

想
と
り
ま
と
め
２
．０
の
中
で
、

混
雑
緩
和
や
環
境
に
配
慮
し
た
パ
ー

ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ
イ
ド
の
導
入
に
つ
い

て
検
討
す
る
必
要
性
が
う
た
わ
れ
て

お
り
ま
す
。空
港
を
核
と
し
た
地
域

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
と

併
せ
て
町
内
へ
の
整
備
及
び
運
営
の

可
能
性
に
つ
い
て
関
係
者
間
で
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

水
の
安
全
・
安
心
を

町
民
が一
人
で
も
多
く
安
全
な

水
道
水
を
使
用
し
て
頂
く
た
め

に
加
入
者
を
増
や
す
方
法
は
。

　
ま
た
、後
か
ら
メ
ー
タ
ー
機
含
む
給

水
装
置
を
設
置
す
る
と
、多
額
の
工

事
費
と
な
る
の
で
、本
管
埋
設
時
に
計

画
地
域
全
戸
へ
設
置
で
き
な
い
か
。

【
上
水
道
担
当
課
長
】ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
よ
り
も
厳
し
い
安
全

基
準
の
水
道
水
や
災
害
時
等
の
停
電

時
で
も
、水
が
使
え
る
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
を
町
民
の
皆
様
に
お
伝
え
し
加
入

拡
大
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、計
画
地
域
全
戸
へ
の
給
水
装

置
の
設
置
で
す
が
、給
水
装
置
は
個

人
の
財
産
と
な
り
、全
額
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
の
で
希
望
さ
れ
な
い
方
へ

の
設
置
は
出
来
ま
せ
ん
。

▲第３滑走路予定地の菱田地先
提供 : 成田国際空港株式会社
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セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
て
い
く
と

こ
ろ
で
す
。

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
く
、今
後
実
施
を
検
討
す

る
事
業
の
中
で
施
設
の
集
約
化
と
あ

る
が
、特
に
保
育
園
の
集
約
化
も
視
野

に
入
れ
て
い
る
の
か
。

【
町
長
】３
保
育
所
に
つ
い
て
個

別
施
設
計
画
の
基
本
的
な
方
向

性
を
踏
ま
え
つ
つ
、３
園
維
持
、２
園

化
ま
た
は
１
園
化
に
つ
い
て
引
き
続
き

検
討
を
進
め
る
と
し
て
お
り
ま
す
。ま

た
、集
約
す
る
際
に
は
園
児
数
、ニ
ー

ズ
も
踏
ま
え
、適
切
な
規
模
を
検
討

し
、時
期
や
配
置
は
関
連
事
業
と
の

整
合
性
を
図
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
８
月
に
策
定
し
た
子
育

て
関
連
施
設
の
あ
り
方
検
討
で
は
、ま

ず
は
第
一
及
び
第
三
保
育
所
を
統
合

す
る
２
園
化
を
行
い
、建
物
の
耐
用
年

数
や
人
口
動
向
を
踏
ま
え
て
、必
要

な
時
期
に
１
園
化
を
図
る
こ
と
で
決

定
し
ま
し
た
。

岩澤 勝則 議員
（緑の会）

（所要時間30分）

KATSUNORI IWASAWA

財
政
健
全
性
の
確
保

町
民
税
の
徴
収
体
制
の
強
化
な

ど
、将
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
財
政
基
盤
を
確
立
し
ま
す
と
あ

る
が
、今
後
の
徴
収
体
制
の
強
化
に
つ

い
て
具
体
的
な
施
策
を
考
え
て
い
る
の

か
。【

町
長
】納
付
期
限
ま
で
に
納
付

い
た
だ
け
な
い
方
に
つ
い
て
は
、

督
促
状
の
送
付
を
行
い
、さ
ら
に
催
告

書
を
送
付
し
て
お
り
ま
す
。そ
れ
で
も

納
付
確
認
が
取
れ
な
い
場
合
は
、差
押

え
等
の
滞
納
処
分
に
向
け
た
財
産
調

査
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、

預
貯
金
調
査
等
の
照
会
業
務
を
電
子

化
す
る
こ
と
に
よ
り
業
務
の
効
率
化

を
行
い
ま
す
。ま
た
、自
主
納
付
を
促

進
す
る
取
組
み
の
中
で
、今
年
度
か
ら

新
た
に
携
帯
電
話
へ
の
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ

『一般質問』

行
政
の
効
率
化

事
務
事
業
の
見
直
し
を
進
め
る

と
と
も
に
、必
要
に
応
じ
て
民
間

活
力
の
導
入
を
図
り
ま
す
と
町
総
合

計
画
中
期
基
本
計
画
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。主
な
事
業
と
し
て
、議
会
資

料
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、タ
ブ
レ
ッ
ト
導

入
と
あ
る
。こ
の
事
業
の
具
体
的
な
内

容
は
。

【
町
長
】議
会
で
の
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
の
導
入
と
そ
れ
に
伴
う

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
は
、効
率
的
か
つ
環
境

に
配
慮
し
た
議
会
運
営
を
実
現
す
る

有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。特
に
、議
会
運
営
に
関
連
す
る

事
務
の
効
率
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
、

日
々
の
議
員
活
動
で
取
り
扱
う
膨
大

な
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
等
、そ
れ

ら
の
運
用
方
法
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、円
滑
な
導

入
に
向
け
て
調
査
研
究
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

健
全
な
自
治
体
経
営
の

推
進
を
問
う

公
共
施
設
の

適
正
な
管
理
と
有
効
活
用

▲タブレット導入で効率化
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の
効
果
を
、住
民
の
皆
様
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
周
知
の
方
法
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

直
近
の
生
活
向
上
を

着
手
か
ら
完
成
ま
で
時
間
が
か

か
る
事
業
よ
り
も
直
近
の
生
活

向
上
を
望
む
声
が
あ
る
が
。

【
町
長
】拠
点
整
備
事
業
や
簡
易

水
道
事
業
が
進
み
、
住
民
の

方
々
が
目
に
見
え
る
よ
う
な
恩
恵
が

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
に
は
、ま
だ
し

ば
ら
く
の
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、事
業
ス

ピ
ー
ド
を
調
整
し
、直
近
の
生
活
に
直

結
す
る
事
業
に
転
化
す
る
な
ど
の
検

討
も
必
要
で
す
。例
え
ば
、生
活
に
直

結
す
る
道
路
の
適
切
な
維
持
に
努
め

て
ま
す
。ま
た
、町
民
の
足
と
な
る
地

域
公
共
交
通
網
の
形
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

【
町
長
】成
田
空
港
機
能
強
化
や

圏
央
道
の
整
備
と
い
っ
た
大
規

模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
活
用
し
た
、空
港

関
連
企
業
の
誘
致
や
産
業
の
創
出
及

び
住
宅
拠
点
整
備
な
ど
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。水
道
を
整
備

す
る
こ
と
は
、企
業
誘
致
や
町
内
人

口
確
保
等
の
発
展
に
寄
与
す
る
事
業

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
へ
の
町
民
の
理

解
促
進
方
法
は
。

【
町
長
】こ
れ
ま
で
の
取
組
み
と

し
て
は
、簡
易
水
道
事
業
の
創

設
の
経
緯
や
事
業
概
要
等
の
情
報
を

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
、配
水
管

布
設
工
事
区
間
沿
線
の
方
へ
は
、加
入

に
関
す
る
説
明
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

し
か
し
、町
民
の
皆
様
の
認
知
度
は
高

く
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
は
、

簡
易
水
道
事
業
で
期
待
さ
れ
る
町
へ

『一般質問』

川
津
場
、千
代
田
、小
池
地
区
３

拠
点
住
宅
整
備
事
業
の
意
義
は
。

【
町
長
】３
拠
点
整
備
事
業
は
、

成
田
空
港
機
能
強
化
に
よ
り
増

加
が
見
込
ま
れ
る
空
港
関
連
就
業
者

等
の
新
規
定
住
者
の
た
め
の
、居
住
の

受
皿
づ
く
り
と
い
う
重
要
な
意
義
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。人
口
が
増
え

れ
ば
様
々
な
商
業
施
設
も
来
て
く
れ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

簡
易
水
道
事
業
※
の
意
義
は
。

事業への
町民理解

促進を

佐藤 良太 議員
（眞人）

（所要時間43分）

RYOTA SATO

空
港
機
能
強
化
の

受
け
皿
づ
く
り

▲町の発展と人口増加に必要な
　簡易水道と住宅拠点整備

簡易水道とは給水人口が5000人以下の水道です。5001人からは上水道になります。
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作
っ
て
み
て
は
。

【
町
長
】需
要
等
の
調
査
を
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者

増
加
の
取
り
組
み
は
。

【
町
長
】現
在
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

Ｈ
Ｐ
へ
の
掲
載
、自
治
会
へ
の
回

覧
等
を
行
っ
て
お
り
、今
後
は
利
用
方

法
を
お
伝
え
す
る
た
め
の
教
室
の
開

催
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
車
両
の
カ

ラ
ー
リ
ン
グ
を
目
立
つ
も
の
に
し

て
み
て
は
。

【
町
長
】一
つ
の
施
策
と
し
て
検

討
し
て
参
り
ま
す
。

岩内 章 議員
（創芝会）

（所要時間49分）

『一般質問』

小
池
拠
点
整
備
の
構
想
は

小
池
地
区
拠
点
整
備
を
進
め
て

い
く
中
で
、ど
う
いっ
た
コ
ン
セ
プ

ト
で
住
宅
地
を
整
備
し
て
い
く
の
か
。

【
町
長
】子
育
て
世
帯
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
な
ど
が
安
心
し
て
子
育

て
で
き
る
環
境
を
備
え
た
拠
点
を
コ

ン
セ
プ
ト
と
し
て
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
の
空
き
家
対
策
事

業
の
実
績
は
。

【
町
長
】空
き
家
の
適
正
管
理
の

啓
発
の
た
め
の
広
報
活
動
や
、

農
地
付
き
空
き
家
の
登
録
体
制
の
整

備
を
行
い
、物
件
販
売
数
も
１
件
の

成
約
が
あ
り
ま
し
た
。

小
池
拠
点
整
備
と
合
わ
せ
、
若

い
世
帯
に
一
定
期
間
小
池
に
住

ん
で
も
ら
っ
て
、
定
住
希
望
の
方
に

町
の
空
き
家
を
紹
介
す
る
仕
組
み
を

麻
生
町
政
が４

年
目
を
迎
え

AKIRA IWAUCHI

空
き
家
対
策
に
も

更
な
る
力
を

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の

利
用
者
増
加
を

子
育
て
支
援
に
も

更
な
る
力
を

町
の
０
歳
か
ら
５
歳
ま
で
の
子

ど
も
達
の
３
年
間
の
人
数
の
推

移
は
。【

町
長
】令
和
５
年
度
が
１
６
８

名
、令
和
６
年
度
が
１
６
２
名
、

令
和
７
年
度
が
１
６
２
名
と
ほ
ぼ
横
ば

い
で
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
策
と
し

て
、お
む
つ
券
の
配
布
を
以
前
質

問
し
た
が
、そ
の
後
の
進
捗
は
。

【
こ
ど
も
保
健
課
長
】町
と
し
て

取
り
組
む
べ
き
か
し
っ
か
り
研
究

を
し
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

今
年
、町
長
の
任
期
が
満
了
と

な
る
が
、４
年
間
の
振
り
返
り
と

し
て
、政
治
姿
勢・政
策
等
、町
長
自

身
の
評
価
は
。

【
町
長
】大
型
事
業
や
公
共
交
通

等
様
々
な
公
約
に
つ
い
て
着
手

し
、方
向
性
を
つ
け
ま
し
た
が
、施
策

は
日
々
流
動
的
な
た
め
、自
分
自
身

も
常
に
進
化
さ
せ
な
が
ら
、町
・
町
民

の
皆
様
に
と
っ
て
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
・
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
邁
進
し
て
い
き
ま
す
。

麻
生
町
長
の

４
年
間
を
振
り
返
っ
て

▲移住・定住の要になるか（小池地区拠点イメージパース）
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▲空港へのアクセス

す
い
、
統
一
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
空
港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、

横
芝
光
号
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
、

更
に
は
高
速
バ
ス
を
風
和
里
に
集
約

す
る
よ
う
指
示
し
て
い
ま
す
。

﹁
高
速
バ
ス
﹂
で
芝
山
乗
車
、

空
港
降
車
で
き
れ
ば
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
、
路
線
バ
ス
資
格
を
取

得
し
て
も
ら
い
実
現
で
き
る
よ
う
進

め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
現
に
や
っ
て
い
る
所

も
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

公
共
交
通
の
総
括
と
し
て
、
３

年
か
け
た
成
果
が
出
始
め
て
い

る
が
、
満
足
で
す
か
。
十
分
だ
と
お

考
え
か
。

【
町
長
】こ
れ
で
い
い
と
は
思
っ

て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
皆
さ

ん
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
公
共

交
通
の
構
築
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

保
育
所
運
営

新
た
な
保
育
施
設
建
設
ま
で
、

小
池
拠
点
整
備
の
進
捗
、
財
政

的
な
課
題
等
考
慮
す
れ
ば
、
相
当
の

年
月
が
必
要
に
な
る
と
考
え
る
が
、

現
状
の
ま
ま
行
く
よ
り
は
、
当
初
の

計
画
ど
お
り
、
２
園
化
を
目
指
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
予
算
、
保
育
士
の
効

率
化
は
図
れ
ま
す
が
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
の
課
題
も
あ

り
ま
す
。
建
物
も
老
朽
化
し
て
い
ま

す
の
で
リ
フ
ォ
ー
ム
や
耐
震
化
な
ど

延
命
で
き
る
よ
う
な
検
討
を
指
示
し

て
い
ま
す
。

【
町
長
】
拡
充
し
て
く
れ
と
言

う
意
見
も
あ
り
ま
す
。
時
間
帯

利
用
率
等
を
調
べ
、
も
っ
と
効
率
よ

く
で
き
な
い
か
調
査
し
て
い
ま
す
。

３
年
か
け
て
改
正
さ
れ
た
の
が

運
賃
値
上
げ
と
１
病
院
の
追
加
。

あ
ま
り
に
も
お
粗
末
す
ぎ
で
は
。

【
企
画
政
策
課
長
】
３
台
あ
る

タ
ク
シ
ー
の
ス
ラ
イ
ド
運
用
な

ど
対
応
も
考
え
て
い
ま
す
。
担
当
者

も
傍
聴
し
て
い
ま
す
の
で
今
後
も
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

町
の
西
側
地
区
を
カ
バ
ー
す
る

方
策
は
あ
る
の
か
。

【
企
画
政
策
課
長
】「
ふ
れ
あ
い

バ
ス
」
の
運
行
ル
ー
ト
の
中
で

西
側
地
区
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い

ま
す
。﹁空

港
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
﹂
は
文

化
セ
ン
タ
ー
前
、
横
芝
光
号
は

風
和
里
に
バ
ス
停
が
あ
り
間
違
え
や

『一般質問』

岩澤 達弥 議員
（緑の会）

（所要時間60分）

公
共
交
通
を
充
実

﹁
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
﹂
６
年

度
利
用
者
数
８
０
６
２
人
に
対

し
て
、
実
利
用
者
数
２
５
４
人
し
か

い
な
い
。
一
定
の
役
目
が
終
わ
り
減

車
に
向
か
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

運賃値上げと
１病院追加のみ

TATSUYA IWASAWA

▲便利に楽々移動

つながろう、未来へ。芝山町。つながろう、未来へ。芝山町。



　町内において、仕事や諸活動で活躍する素敵な人や団体を紹介するコーナーを作　町内において、仕事や諸活動で活躍する素敵な人や団体を紹介するコーナーを作
りました。第一弾として町内で子供たちに空手を教えている「空手道　りました。第一弾として町内で子供たちに空手を教えている「空手道　白白

は く し ん か いは く し ん か い

真会真会」を紹」を紹
介します。介します。

－芝山議会だより　No.148　R7.8.115

▲日頃から稽古に励む子供たち

どのような空手道場ですかどのような空手道場ですか
　極真空手の流れを組んだフルコンタクト　極真空手の流れを組んだフルコンタクト
空手となり、芝山町と富里市において活動空手となり、芝山町と富里市において活動
しています。しています。

どのような活動を主にされていますかどのような活動を主にされていますか
　週４日の稽古、各大会への出場や芝山は　週４日の稽古、各大会への出場や芝山は
にわ祭りで演武も披露させて頂いています。にわ祭りで演武も披露させて頂いています。

空手道場を開くきっかけは空手道場を開くきっかけは
　空手を通じて子育てのお手伝いや地域に　空手を通じて子育てのお手伝いや地域に
貢献できたらと思い開設しました。貢献できたらと思い開設しました。

この活動を将来どのように展開していきたいですかこの活動を将来どのように展開していきたいですか
　道場生、それぞれが自分の目標に向けて日々稽古に励んでい　道場生、それぞれが自分の目標に向けて日々稽古に励んでい
ますので、その目標に近づけるように指導していけたらと思いますので、その目標に近づけるように指導していけたらと思い
ます。ます。

この活動を続けていく上で町への要望はありますかこの活動を続けていく上で町への要望はありますか
　国際大会や全日本大会等への参加には、遠征費など大きな費　国際大会や全日本大会等への参加には、遠征費など大きな費
用負担となるので、町からの助成があると励みになります。用負担となるので、町からの助成があると励みになります。

▲吉川館長と道場生 ▲様々な大会で好成績を納める

Vol.1
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▲殿部田で工事中の圏央道が見られます

Vol. ７
Machi Kisha

しばやま町議会記者クラブこちら

Vol. ７
Machi Kisha圏央道（大栄 JCT～松尾横芝）特集

圏央道って何？
　圏央道は、首都圏の 3 環状道路（外環
道、中央環状線、圏央道）の一番外側を
環状に結ぶ高速道路です。渋滞緩和、地
域開発の促進、災害時の代替路確保など、
様々な役割を担っています。

いつできるの？
　大栄 JCT～多古 IC 間は令和７年度中
の開通を、多古 IC～松尾横芝 IC 間は令
和８年度中の開通を目指しています。

町民の生活に変化は？
　交通の利便性が良くなり、人口増、通
勤圏拡大、経済的発展、観光客増加や物
流効率化、農産物の販路拡大に期待でき
ます。税収が増えて町が豊かになることも
期待されています。

▲圏央道全体図（国土交通省関東地方整備局より）

▲町周辺の圏央道（国土交通省関東地方整備局より）

▲この先は松尾横芝 IC につながります



－芝山議会だより　No.148　R7.8.117

町
の
魅
力
　
面お

も

た

る足
神じ

ん

じ

ゃ社

　
小
池
の
面
足
神
社
は
、
祭
神
を
面

お
も
た
る
の
み
こ
と

足
尊
・
惺

か
し
こ
ね
の
み
こ
と

根
尊
の
二
柱
と
し
て
い
る
。

こ
の
面
足
尊
（
男
神
）
と
惺
根
尊
（
女
神
）
は
、
神か

み
よ
な
な
よ

世
七
代
と
い
わ
れ
る

天て
ん
ち
か
い
び
ゃ
く

地
開
闢
に
よ
っ
て
生
じ
た
七
代
十
一
神
の
う
ち
の
二
神
で
、
夫
婦
神
と
さ

れ
て
い
る
。
伝
承
に
よ
る
と
、
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
が
東
征
の
と
き
、
相
模
国
か
ら

上
総
国
に
渡
り
北
上
し
て
小
池
郷
に
至
っ
た
。

　
こ
の
と
き
村
人
が
厚
遇
し
て
く
れ
た
こ
と
か
ら
、
日
本
武
尊
は
喜
ん
で
懐

中
か
ら
二
つ
の
小
石
を
取
り
出
し
「
相
手
の
賊
が
近
く
に
い
る
と
き
は
、
天

あ
め
の

曇く
も
の
つ
る
ぎ

剣
で
切
り
裂
け
、
遠
い
と
き
は
こ
の
石
を
礫つ

ぶ
て

に
し
て
降
伏
さ
せ
た
」
と

い
っ
て
村
人
に
与
え
た
。
以
後
、
二
つ
の
石
を
神
体
に
し
て
祭
っ
た
と
さ
れ
る
。

も
と
は
面
足
大
明
神
と
称
し
て
い
た
が
、
明
治
初
期
に
現
在
の
社
名
に
改

称
し
た
。

－芝山議会だより　No.148　R7.8.117

　歴史ある芝山町には隠された多く
の魅力ある場所が点在しています。
議会だより編集委員会では、その町
の魅力を紹介するため、特集を組む
ことにしました。皆さんも一度は探
索してみるのはどうでしょうか。第
一回目は、小池に住む大木議員が面
足神社を紹介します。
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議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
で
は
、
大
き
く
変
化
し
て
い
く
芝
山
町
の

状
況
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
特
集
を
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。

　
今
号
で
は
、
空
港
機
能
強
化
関
係
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
進
捗
状
況
や
新
た
な
事
柄
を
随
時
お
知
ら

せ
し
て
い
き
ま
す
。

　
本
年
5
月
25
日
に
本
格
工
事

着
手
に
伴
い
芝
山
町
長
を
始
め
、

町
関
係
者
の
出
席
の
も
と
着
工

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

提供：成田国際空港株式会社

●
C
滑
走
路
地
区
に
は
、
全
長

３
,５
０
０
ｍ
、
幅
員
45
ｍ
及

び
延
長
６
,２
０
０
ｍ
、
幅
員

23
ｍ
の
誘
導
路
が
整
備
さ
れ
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１
．
Ｃ
滑
走
路
工
事
開
始

成田空港第二の開港成田空港第二の開港

▲工事の無事を祈っておこなわれた「くわ入れ式」

提供：成田国際空港株式会社

提供：成田国際空港株式会社

▲滑走路を南北に分けての工事
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Ｃ
滑
走
路
整
備
に
伴
う
敷
地

拡
張
に
よ
り
、多
く
の
芝
山
町
道

等
が
廃
止
さ
れ
、付
替
が
必
要

と
な
り
ま
す
。地
域
の
皆
様
の
交

通
が
分
断
さ
れ
な
い
よ
う
配
慮

し
な
が
ら
、付
替・補
償
道
路
及

び
管
理
用
道
路
の
整
備
が
進
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
って
い
ま
す
。

　

現
在
は
、高
谷
川
補
償
道
路

の
測
量
が
進
め
ら
れ
、今
後
、用

地
取
得
に
向
け
た
交
渉
が
進
め

ら
れ
る
予
定
で
す
。

２
．
進
め
ら
れ
る

付
替
・
補
償
道
路

●
本
格
工
事
造
成
前
の
準
備
工

事
と
し
て
、①
高
谷
川
排
水
整

備
工
事︵
２
０
２
３
年
12
月
~

２
０
２
４
年
９
月
︶②
Ｃ
滑
走
路

北
側
ト
ン
ネ
ル
工
事︵
２
０
２
４

年
９
月
~
２
０
２
７
年
９
月
︶

及
び
③
工
事
用
仮
設
道
路
整

備
工
事︵
２
０
２
４
年
９
月
~

２
０
２
５
年
６
月
︶が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。ま
た
、２
０
２
５
年
５

月
25
日
よ
り
本
格
工
事
が
開
始

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、測
量・土
質
調
査・仮

囲
い
等
の
準
備
工
事
や
地
盤
改

良
工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、滑
走
路
整
備
等
に
必

要
と
な
る
用
地
確
保
状
況
は
、

２
０
２
５
年
３
月
末
時
点
で
約

83
％
と
な
っ
て
お
り
、２
０
２
８

年
度
末
供
用
に
向
け
、関
係
者
間

の
連
携
・
協
力
に
よ
り
用
地
確

保
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

提供：成田国際空港株式会社

⑴東西方向の
　アクセス機能の付替え

⑵南北方向の
　アクセス機能の付替え

①県道成田松尾線及び（仮称）滑走路横断道路
②国道２９６号線
③Ｃ滑走路南側管理用道路

④圏央道東側多古町補償道路
⑤高谷川付近芝山町補償道路（仮称 高谷川沿い道路）
⑥Ｃ滑走路外周道路　　⑦管理用道路

提供：成田国際空港株式会社 ▲交通に支障の無い付替・補償道路を
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芝
山
町
で
は
、
６
月
に
入
る
と
田
植
え
も一

段
落
し
、
多
く
の
米
農
家
が
ほ
っ
と一息
つ
く

時
期
で
す
。
私
も
田
植
え
を
終
え
た
田
園
風

景
を
眺
め
な
が
ら
、
少
し
前
の
出
来
事
を
思

い
出
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
は
、
農
家
の
方
々
と
町
職
員
、
そ
し

て
議
員
が
何
や
ら
話
し
込
ん
で
い
た
場
面
で

す
。
話
の
内
容
は
、
道
の
端
が
崩
れ
て
い
る

た
め
、
農
家
の
方
々
が
す
ぐ
に
修
復
し
て
欲

し
い
と
い
う
要
望
で
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
職

員
は
、﹁
す
ぐ
に
は
修
復
で
き
な
い
﹂
と
の
理

由
で
、
難
し
い
対
応
を
強
調
し
て
い
ま
し
た
。

議
員
は
黙
っ
て
両
者
の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
い

ま
し
た
が
、
状
況
が
あ
る
程
度
把
握
で
き
た

こ
ろ
か
ら
少
し
ず
つ
会
話
に
加
わ
り
始
め
、
数

分
後
に
は
、
な
ん
と
か
話
が
ま
と
ま
り
農
家

も
職
員
も
、
満
足
し
た
表
情
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。
今
風
に
言
え
ば
﹁
議
員
の
治
め
る

力　
す
ご
﹂
と
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
の
春
か
ら
、
そ
ん
な
議
員
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
正
直
、
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、

同
時
に
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。
現
在
の
芝

山
町
は
、
空
港
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お

り
、
町
民
、
行
政
、
議
会
と
も
に
、
か
つ
て

な
い
ほ
ど
難
し
い
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
中
で
、
あ
の
初
夏
の
出
来
事
が
な
ぜ
か

思
い
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
議
員
の
皆
さ
ん
の

治
め
る
力
に
期
待
し
つ
つ
、
私
も
微
力
な
が
ら

全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
つ
も
り
で
す
。
ど
う
ぞ
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
会
事
務
局
長

編
集
後
記

My
Home Town

Episode 29

Ｑ 芝山町の防災、防犯で力を入れていることは？Ｑ 芝山町の防災、防犯で力を入れていることは？
・各部を掌握するための、年2回の定例巡視・各部を掌握するための、年2回の定例巡視
・隔年、行う中継訓練・隔年、行う中継訓練
・自然災害による倒木などのためのチェーンソー講習・自然災害による倒木などのためのチェーンソー講習

Ｑ町に対し防災、防犯に対する要望は？Ｑ町に対し防災、防犯に対する要望は？
　ほとんどの地区で公共水道がない。　ほとんどの地区で公共水道がない。
すなわち消火栓が無い地域が多いので、すなわち消火栓が無い地域が多いので、
できる限りの迅速な対応をお願いしまできる限りの迅速な対応をお願いしま
す。す。

Ｑ議会に望むことは？Ｑ議会に望むことは？
　消防団としては団員確保が現在の重　消防団としては団員確保が現在の重
要な課題です。地域防災の要である消要な課題です。地域防災の要である消
防団員の減少は、防災力低下に直結し防団員の減少は、防災力低下に直結し
ます。町民の皆様に入団してもらえるます。町民の皆様に入団してもらえる
よう、議会からも進めていただければよう、議会からも進めていただければ
幸いです。幸いです。

この町を守るこの町を守る

「ある日突然あなたが主役」

Information
令和7年第3回芝山町議会
定例会のお知らせ

９月９日
25日

開催予定
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

㈫から
㈭

芝山町消防団長芝山町消防団長
松本　松本　重重

しげゆきしげゆき

之之 さんさん
（小池 3 番）（小池 3 番）

▲満
ま す え

寿江夫人と


